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興味深いことに､この 主`観的認識'の 系`統発生'としての 科`学史'は､
個々人の 主`観的認識'の 個`体発生'としての J精神史'と酷似した一般的
過程をたどる (ジャン ･ピアジェ)｡すなわち､世代交代を繰り返しながら人類
の頭脳を通して ｢対象を理解する｣ という 系`統発生的'な認識過程と､一人
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